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Ｓ３章 態

次ページから 「S3.3 原因態／原因基」 です。

コラム１ B7 章

「砕ける波」は古語では「砕くる波」です

これは下二段活用動詞の下一段化の現象に関わっています。たとえば「砕く」

という動詞ははじめは自動詞・他動詞の両方で使われていたのですが，まず自他

の区別の重要な従属節を作る連用形語幹に許容態 -e- が入って自動・他動の形で
の区別が始まり，下表のように変化しました。終止形は従属節を作らないので最

も保守的で，鎌倉時代に-ur- の形で許容態を受け入れました。
図Sコ１ 動詞が下二段活用になり，さらに下一段活用に変化

はじめ ⇒ 砕く kudak- は自動詞・他動詞の区別なく使用。
無記録時代 ⇒ この時期にあったことについての推論はＢ７章参照。

↓ (下表内の記号；は語幹内に付加される態を表します｡)

↓ 自動詞 他動詞

奈良時代
終止 kudak;Ø-

平安時代
３形語幹 連体・已然 kudak;ur- kudak-

（未然・命令）連用 kudak;e-

終止 kudak;Ø-
鎌倉時代 ３形語幹 終止・連体・已然 kudak;ur- kudak-

（未然・命令）連用 kudak;e-

室町時代
２形語幹

終止・連体・已然 kudak;ur- kudak-
江戸時代 （未然・命令）連用 kudak;e-

現 代 １形語幹 すべて kudak;e- kudak-

｢未然形・命令形｣は｢連用形語幹｣を使用しますので上の表中では（ ）の中に

入れてあります。;ur- は ;e- に統合されましたが，意味は同じに保たれていまし
たので，-ur- は｢許容態詞-e-｣の歴史的に存在した異形態ということになります｡
現代語で｢砕ける kudak;e-ru 波｣というのは，連体形ですから，
古語では｢砕くる kudak:ur-u 波｣となっていました。
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次ページから 「S3.4 受影態／受影基」 です。

コラム２ B９章

態拡張による新動詞の発生

日本語の動詞は数が限られていましたが，態の適用により同じ動詞からいくつ

かの動詞が作られ，数が増えました。これを態拡張とよびます。態拡張の方式は

現在のところ次の 12 種類に分類されています。方式[2]は｢態変換｣で，[3]は｢態

補強｣です。[12]では非o格客体が主体化されます。(詳細はＢ９章参照)

表Sコ２ 動詞の態拡張 12 方式

方式 原自動詞 態拡張 拡張後動詞 原他動詞 態拡張 拡張後動詞

１ 自 ugok- Ø 自 ugok- 他 kudak- Ø 他 kudak-
２ 自 ak- e 他 ake- 他 kudak- e 自 kudake-
３ 自 mor- e/i 自 more- 他 saduk- e/i 他 saduke-
４ 自 yasum- ar 自 yasumar- 他 atum- ar 自 atumar-
５ 自 uk- are 自 ukare- 他 um- are 自 umare-
６ 自 ugok- as 他 ugokas- 他 sir- as 他 siras-
７ 自 urum- ase 他 urumase- 他 mot- ase 他 motase-
８ 自 ni- se 他 nise- 他 mi- se 他 mise-
９ 自 tat- as 自 tatas- [敬語] 他 nuk- as 他 nukas-
10 自 ir- ase 自 irase- [敬語] 他 kik- ase 他 kikas- [敬語]
11 自 sak- aye 自 sakaye- 他 mi- (a)ye 自 miye-
12 自 nak- xx 自/他 nake- 他 saduk- xx 他/自 sadukar-

１つの動詞から複数の新しい動詞が生じる一例として｢ sir- 知る」を挙げてみ
ます。この動詞からは[2]sire-，[6]siras-，[7]sirase-という動詞が生じています。

問S3-22 ｢我々は今回は対戦チームに勝たせたが……｣を説明してください。

問S3-23 ｢寒気が滝を凍らせた。｣を説明してください。

問S3-24 ｢あす，休ませてください。｣の構造を示してください。

問S3-25 ｢Ａ社は外注業者に顧客データを流出させた。｣を説明してください。
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コラム３ １章，4.1，26.2

立体モデルの誕生

日本語構造伝達文法では立体モデルを使って考察をしますが，その立体モデル

は次のような考え方によって誕生しました。

［判断の基本は集合論］

生物は不断に判断を行って生きています。単細胞の

アメーバでさえ，食用となる他の微生物を何らかの信

号情報に基づいて食用物の集合に属するものと判断し

て摂取していると考えられます。 図Sｺ 3-1 アメーバ

［深層にある判断構造］

すべての生物に原理的に共通する「判断」は，意識より下の本能的な「深層」

にある集合論的な判断の構造に基づいて行われるものと考えられます。この判断

構造は意思で自由に改変することができない，安定した普遍性の高いものです。

［判断構造を他者に伝える……描写して文の形で伝達］

その判断構造は深層にあるので，ある判断を他者に伝える場合，そのまま示す

ことはできません。それで，人間の場合は構造のありかたを描写して｢表層｣の文

の形にして他者(や自分)に伝えます。聞き手はこの文を聞き，話し手の深層にあ

る判断の構造を自分の深層に再現して，話し手の判断の内容を理解します。

構造Ａと構造Ｂが同じになれば，判断の伝達は成功したことになります。

図Sｺ 3-2 判断構造Ａを描写して文の形で伝達する

［判断を示す古典的モデル］

最も基本的な判断は「２は偶数である｡｣｢ＡはＢで

ある｡」の形をしています。この判断は昔から右図の

ような，｢２」が「偶数」の集合の元であるというこ

とを意味する集合図で示されてきました。 図Sｺ 3-3 ２は偶数である

食用？

非食用？

偶数

２

深層 表層

構造Ａ
描写
→

話し手

深層表層

構造Ｂ

聞き手

文 →
再現

→
伝達

文

Ｓ３章 態
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［古典的モデルから新しいモデルを生みだす］

｢２は偶数である。｣という判断は下の左図のように表すことができます。しか

し，この表し方ではすべての偶数を書き出す必要があります。無限に存在する偶

数をすべて書くことは不可能なので，右図のような略図が用いられるわけです。

図Sｺ 3-4 ２は偶数である 図Sｺ 3-3 （再）

｢２，４，６……」がこの集合の元として共通しているのは｢偶数である｣とい

う属性を持つからで,これを示すには下の左図での表現がより適切です。それで,

判断は右図のように表示されます。(｢属性｣は文中で｢述語｣になります｡)

図Sｺ 3-5 ２は偶数である 図Sｺ 3-6 ［主語］は［述語］

そこで，｢犬は走る｡」という判断を「『走る』属性を持つもの」の集合として

モデル化します(下左図)。｢犬はほえる｡｣も同じです(下右図)。

図Sｺ 3-7 犬は走る 図Sｺ 3-8 犬はほえる

さらに，図を立体化して，複数の属性を同時に持つことを一挙に示します。

図Sｺ 3-9 犬は…… 図Sｺ 3-10 ［主語］は［述語］

偶数

２２

４
６

８
10

14

12

偶数である

２

述語

主語

犬

電車
馬

人
バス

車

虎
走る

犬 犬

猛獣

猟犬

子犬

虎 獣

狼

ほえる

犬

犬

動物である

走る

ほえる

主体（主語）

属性１（述語１）

属性２（述語２）

属性３（述語３）

Ｓ３章 態
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Ｓ３章 態

｢犬は動物である｡」の「動物である」は「動物・で・ある」という３つの要素

から成り立っています。｢動物」は「犬」と同じく名詞であり，｢ある」が本来的

な属性です。｢で」は「として」の意味の「格｣(名詞を動詞に結びつける力）で

す。これを下図のように表示します。

図Sｺ 3-11 犬は ある 図Sｺ 3-12 犬は 動物・で・ある

それで，判断の構造は３要素の関わるものとして下図のように一般化できます｡

［判断の構造モデル(３要素)］

図Sｺ 3-13 実体(主体・客体)，格，属性

｢動物である｣の｢動物」は「主体｣(主語)ではなく，｢客体｣(客語)です。主体と

客体の両方を「実体」とよびます（本書「S1.2 基本構造」参照)。

［属性］

この文法で言う「属性」は哲学で言う「属性」と異なっています。

哲学では普通，それに固有の性質を言うが，情報科学などでは，

一時的にそなえる場合も含めて対象の特性を言う。

『岩波国語辞典』(第７版新版)の「属性」の項

文法は情報科学に属するものです。つまり，たとえば哲学的には「降る」とい

う属性を恒常的に持つ「雨」であっても，情報科学であるこの文法では，発話者

の認識状況に応じて，肯定の「降る」と否定の「降らない」の両方を属性として

持つ可能性があるわけです。

このようにして，古典的モデルから新しいモデルが誕生しました。

犬

ある

動物犬

ある

で

客体（客語）
主体（主語）

属性

格

実体
実体


